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2013議会報告会

 　町民皆さんとの対話と開かれた議会を目指すべく、議会の取組をお知らせして、町民皆さんの声を直接聞
く機会として、平成25年度第２回目となる、「議会報告・町民との意見交流会」を、11月27日（水）に東藻
琴老人福祉センターにて行いました。31名の方に足を運んでもらい、たくさんのご意見をいただきました。

特集

『議会報告・町民との意見交流会』

参加者からの質問・意見 議会側の回答

＜芝桜公園のイチゴ栽培＞
『昨年の報告会で話題になった、東藻琴のイチゴ栽
培について、その後何か経過があれば教えてほしい。』

【関連のある質問等：全２件】

◇今年は大変順調に育っている。問題のあった、日
陰となる原因の木についてはすでに伐採しており、
日当たりがよくなっている。確認したところ、ほ
ぼ花が出揃っていて、担当の話では、最近は暖か
いこともあり、成育はいいとのこと。

＜特別養護老人ホーム＞
『両地区の施設とも利用者が増えているとのことで
あり、昨年は４, ０００万円ずつ支援していて、そ
のお金は施設に対して自由に使うように言われたの
か。また、利用方法が施設の充実に使っているのか、
利用者のサービスに使っているのか、その辺の見極
めは、指示があっての交付なのか。』

【関連のある質問等：全２件】

◇４, ０００万円ずつの補助金について、あくまで
改修ということで、入浴施設やトイレ等の改修を
目的とした補助金となっている。そういう施設の
改修をすることが、介護サービスの向上に繋がる
ことと合わせて、介護者の負担の軽減などを希望
した上での補助金である。一昨年に訪れた際にも、
一番感じたのは、介護する人は本当に大変だと、
その部分をいかに軽減できるか、早急な改善をす
べきと申し入れしたところである。

参加者からの質問・意見 議会側の回答

＜議会報告会のあり方＞
『視察に行って報告するのはいいが、議会報告会だ
から、議会の中で一番審議されていることを報告し
てほしいと思う。例えば、不納欠損や豊住小跡地利
用の問題など、今一番大きな問題について報告を受
け、論議したいと思う。』

◇不納欠損については議会で報告を受け処理をされ
たということで、議題というより、皆さんからこ
のような場で意見を出していただければ、経過等
説明できるのかなと思う。また、豊住小跡地利用
の問題も、現在報告されていることはお答えでき
ると思うので、今回はテーマを決めずに交流した
いと考えた結果、このような形で臨んでいるとこ
ろである。

議会報告・町民との意見交流会の主な内容
１　議会活動報告の部（２つの常任委員会の調査、審査状況から報告）
　●総務文教厚生常任委員会
　　・利用者にやさしい施設づくりを！！　〜特別養護老人ホームの改修状況〜
　　・子ども達に読書の楽しみを！！　〜学校図書室での司書の活動状況〜
　●産業建設常任委員会
　　・コースの魅力アップをめざして！！　〜朝日ヶ丘公園パークゴルフ場の芝生改修状況〜
　　・大切な資源を守る！！　〜大空町の水資源・東藻琴地区の水源地管理状況〜
２　意見交流の部
　　　　〜自由に意見交流をしましょう

１．「議会活動報告の部」での質問・意見等、それに対する議会側の回答

２．「意見交流会の部」での質問・意見等、それに対する議会側の回答

参加者からの質問・意見 議会側の回答

＜朝日ヶ丘公園パークゴルフ場＞
『役場所管課と指定管理者との関係を議会としてど
う理解しているか。指定管理者を決める際の選定委
員会について、自治会連合会の仕事をしていて町民
の立場として意見をしたところだが、上の方に通じ
ていかないと感じているところである。』

【関連のある質問等：全７件】

◇重々承知しており、委員会でも行政の担当に向け
て、施設の直営を含めて話をしているところであ
る。また、指定管理の議決をする際に条件を出し
ていて、それが守られない場合については、見直
しもいたしかたないという形で進めてきている。
さらに、平成25年度より、指定管理者に対する
モニタリング制度において、Ｃというランクにな
っていて、実際はＤかと思うが、その中で指摘事
項が多くあり、打開策について話を現在進行形で
進めているところである。

＜東藻琴地区水源地＞
『女満別地区の方が飲んでいる水はおいしくないと、
その点、網走の方はおいしいという話をよく聞く。
ということは、水源が東藻琴の銀嶺水を使っている
ことが影響していると思う。網走は水を余している
と思うので、下水道では女満別、東藻琴、網走と広
域で連携しているので、飲み水も将来に向けて広域
で何とかならないかと思うが。もう少し水源を確保
して、配水地を設置することができないか。』

【関連のある質問等：全２件】

◇水は一番の健康の源であるので、個人的に網走市
の水道局の課長と話をしたことはあるが、まだま
だそのレベルではそういう話にならないので、町
長を含め、網走市長と直接話をした方が早いので
はと思う。一般的には網走では水を余していると
聞いている。所管としても検討課題としている。
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参加者アンケートで寄せられた生の声
　●テーマを決めて実施してほしい。特に問題になっている事項を前もって示してほしい。
　●事務局、議員の皆さんの取組に敬意を表します。
　●町長の権限、議会の関与のあり方、そして、意見を聞く姿勢がないと混乱する。
　●大変いい交流会でした。
　●せっかく議員全員が参加されているのだから、全員からの問答なり、状況報告をしていただきたい。

参加者からの質問・意見 議会側の回答

＜豊住小跡地利用＞
『行政が主導して幼稚園にしたいということなのか、
巷の噂だが、幼稚園は４０年、５０年利用する施設
であり、それを離れたところに持っていくというの
は、長い先を考えた時、学校などの中核施設は、街
の中に建てるべきではという声をよく聞く。私自身
もそう思う。どこの位置に建てるべきかということ
を真剣に議論してほしいと思う。

【関連のある意見等：全２件】

◇いろいろな意見があり、そのことを把握すべく意
向調査を行い、その声を確認している段階である。
今後の方向性はまだ明確になってはいないが、い
ろいろな声を議員としても確認すべきであると思
う。

◇今は進行形で、跡地利用のプロジェクトがある程
度の方向性を出し、教育委員会がゼロベースから
また始めるという段階なので、今の意見というの
は十分に行政側に伝えることはできるので、今後
の問題になってくると考えている。

＜東藻琴の橋脚＞
『橋脚について、芝桜公園を迂回する橋があるが、
古くなっていて危険である。そういう箇所をいつま
で放置していくのか。一度見てほしいと思う。』

◇橋脚について、再度建設課と現場を確認したいと
思う。

＜芝桜公園温泉施設＞
『芝桜公園の温泉について、19時までだがもう少
し時間を延長できないか。』

◇議論があったところだが、もう一度町を通して、
指定管理者と次年度に向けて打合せをしてもらう
ようにしたいと思う。

＜ソーラーパネル補助事業＞
『今は補助事業を利用して設置している家が多くな
っていると思うが、小清水町が多いと聞くが、補助
の額も10万円から20万円と市町村によってばらつ
きがあり、町では予算を打ち切ったと聞いている。
今は補助を行っていないのか。今後町としてどうい
う対応をするのか。』

◇当初平成20年から25年の助成ということで、そ
の期間で90件を超える申し込みがあったと思う。
さらに、３年間補助を延長していくということで、
取組が行われているところである。

＜見守りネット事業＞
『社会福祉協議会に委託して行っていると思うが、
その事業を行った結果、どういう現状にあるのか、
どういう問題があるのか、そういう報告はされてい
るのか。具体的な報告を聞いたことがないので、も
しわかれば教えてほしい。』

◇平成24年度の決算の数字だが、訪問回数として、
女満別地区で1,360件あまり、東藻琴地区で
1,100件と、数字の結果は出されているが、具体
的な取組状況については今の段階では報告は受け
ていない。ただ、近況としては、町に30％近く
65歳以上の方々がいるということで、その対応
は大事なことだと把握しているところである。多
様な側面から見守っていくことが大事であるので、
各事業所と協定を結びながら、その取組を強化し
ているという段階である。報告があり次第、何ら
かの形でお知らせしたいと思う。

参加者からの質問・意見 議会側の回答

＜財政指標＞
『広報に掲載されていたが、町の財政は厳しい状況
にあるが改善されていると説明されていた。でも数
字を見て、どこが改善されているか理解できなかっ
た。もう少し町民側に立った説明の仕方はないのか。』

◇財政の専門用語について、皆さんの目線の中で説
明できるような形で、今後取り組んでいきたいと
思う。また、財政健全化判断比率について、ふれ
あいトークの資料などを参考にして見ていただけ
ればと思う。

＜議会報告会の事前資料＞
『こういう説明会において、話題になりそうな部分
について、資料として数字をひろって報告してもら
えればありがたい。』

◇数字的なものを出せればよかったが、指定管理者
から役場担当者に、それ以降、私達に報告される
ので、次回からはわかりやすい数字等も提示した
いと思う。

＜議会広報モニター＞
『５名の方がいるとあるが、公表はあったのか、ど
のような形で、どのように選考されたのか。』

◇女満別地区から３名、東藻琴地区から２名で、当
初は公募したが、応募がなかったので、広報編集
特別委員会の中で推薦をさせてもらい、承諾をい
ただいたところである。名前や写真の公表はして
いない。

＜議員定数＞
『議員定数の見直しについて、増やすのか減らすの
か、そういう議論はされているのか。』

◇合併した時が18名、今は12名で、どこの町村も
頭を悩ませているところだが、人数を減らしてチ
ェック機能に影響がでてくるということ、そうい
う状況であり、町長とも意見交換をしているとこ
ろだが、定数を減らす考えはもっていない。 
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質
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答
弁

　
　
　
　
　
不
納
欠
損
処
理

が
あ
り
、
そ
の
反
省
の
上
に

立
っ
て
提
案
を
し
て
い
る
と

い
う
発
言
が
あ
っ
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が
、
私
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時
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管
理
上
の
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が
し

っ
か
り
で
き
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い
れ
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な
か
っ
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と
思

っ
て
い
る
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ま
た
、
一
番
肝

心
な
債
権
回
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に
関
す
る
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で
、
事
務
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理
の
基
本
的
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取
り
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め
に
つ
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て
、
条

例
上
に
含
め
て
い
な
い
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か

ど
う
か
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こ
の
条
例
を
制

定
す
る
に
当
た
り
、
全
課
を

あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
も

の
で
あ
る
。
多
額
の
不
納
欠

損
処
理
を
し
た
反
省
の
も
と
、

統
一
し
た
条
例
が
な
か
っ
た

こ
と
も
一
つ
の
要
因
で
は
な

い
か
と
い
う
こ
と
で
、
今
回

進
め
て
い
る
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事
務
処
理
の
取

り
決
め
に
つ
い
て
、
条
例
と

同
時
に
施
行
す
る
施
行
規
則

に
よ
り
、
手
続
き
等
を
記
載

し
て
い
る
。
ま
た
、
ど
の
よ

う
な
順
序
で
事
務
処
理
を
進

め
て
い
く
か
、
事
務
フ
ロ
ー

を
つ
く
り
、
内
部
的
に
事
務

の
統
一
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る
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と
と
し
て

い
る
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不
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員
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務
課
長

住
民
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長

町
　
　
長

質
疑
と
答
弁

　
　
　
　
　
①
支
払
督
促
で

異
議
申
し
立
て
が
出
た
場
合

の
対
応
に
つ
い
て
、
地
方
自

治
法
第
１
８
０
条
の
議
会
の

委
任
に
よ
る
専
決
処
分（
※
）

に
規
定
す
る
、
「
軽
易
な
事

項
」
に
該
当
し
な
い
と
思
っ

て
い
る
。
軽
易
な
も
の
と
い

う
判
断
に
足
る
根
拠
を
伺
い

た
い
。
②
異
議
申
し
立
て
が

あ
り
、
訴
え
に
移
行
す
る
と

な
っ
た
場
合
、
町
側
の
説
明

に
よ
る
と
50
万
円
を
超
え
る

こ
と
が
あ
る
と
聞
い
た
が
、

こ
れ
は
ど
う
説
明
す
る
の
か
。

③
会
期
中
は
専
決
処
分
が
で

き
ず
、
も
し
何
ら
か
の
定
例

会
等
の
開
会
中
に
行
わ
れ
た

場
合
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る

の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
滞

納
者
に
対
し
て
厳
し
い
措
置

を
と
、
町
民
か
ら
も
意
識
が

高
ま
っ
て
き
た
と
い
う
観
点

か
ら
、
議
会
と
し
て
は
、
異

議
申
し
立
て
等
に
対
し
て
、

処
理
を
迅
速
に
行
う
た
め
に

は
、
こ
れ
を
専
決
処
分
に
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
、
と
考
え
て
い
る
も
の
で

あ
る
。
②
少
額
訴
訟
に
つ
い

て
は
50
万
円
以
下
、
支
払
督

促
に
つ
い
て
は
50
万
円
と
い

小
島
議
員

議
会
運
営
委
員
長

に
つ
い
て
、
町
と
し
て
大
変

な
反
省
に
立
っ
て
お
り
、
私

が
思
う
の
は
、
徴
収
を
行
う

職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

組
織
と
し
て
ど
う
考
え
て
い

た
か
、
職
員
の
人
事
配
置
の

問
題
、
組
織
的
な
連
携
の
あ

り
方
、
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員
自
身
の
知
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と

い
う
も
の
に
対
す
る
深
ま
り
、

な
ど
の
反
省
が
あ
る
と
思
う
。

そ
の
中
の
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つ
と
し
て
、
各

課
の
連
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が
で
き
な
い
よ
う

な
縦
割
り
の
条
例
で
あ
っ
た

と
い
う
反
省
に
立
ち
、
全
課

を
あ
げ
て
こ
の
条
例
に
つ
い

て
議
論
を
進
め
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

う
金
額
に
は
該
当
せ
ず
、
高

額
で
あ
っ
て
も
支
払
督
促
は

議
決
を
得
な
い
で
可
能
だ
と

判
断　
し
て
い
る
。
③
直
近

の
定
例
会
、
臨
時
会
で
報
告

す
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
平
成
20
年
に
、

公
用
車
の
交
通
事
故
に
限
り
、

被
害
者
に
対
し
て
早
急
に
損

害
賠
償
を
実
施
す
べ
き
と
い

う
観
点
か
ら
、
専
決
処
分
を

決
め
た
経
緯
が
あ
る
。
し
か

し
、
今
回
の
件
は
明
ら
か
に

範
囲
を
超
え
て
い
て
、
住
民

の
立
場
に
立
つ
と
い
う
こ
と

で
な
け
れ
ば
、
権
限
移
譲
は

で
き
な
い
。
私
は
議
会
の
大

事
な
権
能
の
一
部
を
範
囲
を

超
え
て
委
任
す
る
こ
と
に
は

賛
成
で
き
な
い
。

小
島
議
員 　議会が、議決しなければならない案件を定めたもので、

条例や予算・決算、税の賦課徴収などが規定されている。
その中で、「条例に特別の定めがある場合を除くほか、権
利を放棄すること。」も議決案件とされている。本件の場合、
「債権放棄」を債権管理条例に規定したので、議会の議決
を要さず、町長の専決処分とすると解釈するものである。

一 口 メ モ  【地方自治法第96条の
議決事件】

一 口 メ モ  

【地方自治法第１８０条の議会の
委任による専決処分】

　議会の権限に属する「軽易な事項」で、
議決により指定したものは、町長がこれを

専決処分することができる。

「債権管理条例」 を議決 ※議案に対する質疑・答弁内容は要約して掲載しています。
詳細は議会ホームページ、両地区図書館で閲覧できる「会
議録」をごらんください。

平成25年12月

定 例 町 議 会
（12月17日〜 19日）

町の債権の管理に関し必要な事項を定める

〜議員発議により、「町長の専決処分事項」を指定〜
　　
議員発議
☆議会の委任による町長の専決処分事項を指定
　大空町では滞納が発生した場合、督促状の発送や催告書の発送を行い、納付相談等に応じない場合に
は、これまで以上に強い姿勢で、債権回収に臨むこととし、法的手段として、裁判所を通じての支払督
促や少額訴訟の中から選択し、債権回収に当たることとしています。議会としては、町民負担の公平の
確保と事務の迅速化の観点から、次の内容に限り、議会の委任による町長の専決処分事項に指定するも
のです。
◎議会の委任による町長の専決処分事項
　１　地方自治法第96条第１項第12号に規定する訴えの提起または和解で、次の各号に掲げるもの
　（１）町が法律上の義務に属する損害賠償に係る和解で、１件の金額が50万円以下のもの
　（２）�町の債権について、民事訴訟法第383条の規定による支払督促の申し立てにより履行を請求す

る場合で、同法第395条の規定により督促異議の申し立てが訴えの提起とみなされるときの当
該訴えの提起及び和解

　２　�地方自治法第96条第１項第13号の規定による法律上その義務に属する損害賠償の額の決定で、
１件の金額が50万円以下のもの

◎用語の説明
　●支払督促
　　・�債権者の一方的な意思により申し立てをすることができ、書類審査のみで、簡易裁判所の書記官

が督促を債務者に発する手続き
　　・�訴えの提起ではないので、議会の議決は要しないが、債務者から異議申し立てがあったときは訴

訟に移行する

☆債権管理条例の目的
　債権の発生から消滅に至るまでの事務手続きに必要な事項を定め、適正な管理を行うことにより、町
民負担の公平の確保と、円滑な財政運営に資することを目的としています。
◎債権管理条例の主な内容

項　目 内　　　　　　　容

台 帳 の 整 備 ・町の債権を適正に管理し、回収するための記録を整備
・正確な記録は訴訟等を行う場合の証拠としても必要

滞納者の情報

・債権の適正な管理、回収にため、他の債権で保有する滞納者の情報を、必要な
場合に限り利用することができる。
（滞納者情報の利用については、法令等を遵守し、情報の漏えいがないよう、個

人情報の管理に万全を期する。

督 促 ・債権を履行期限までに履行しない場合、期限後20日以内に督促状を送付
・督促により指定する期限は、督促を行う日から15日以内

延 滞 金 ・納期限までに納められた方との公平性を保つため、納付までの日数に応じて徴収
◎用語の説明
●�強制徴収債権〜公法上の原因（法令又は法令に基づく行政処分）により発生する債権で、①法令の規定

により町が直接滞納処分（財産の差押え等）できる債権（町税、下水道使用料、介護保険料ほか）
●�非強制徴収公債権〜公法上の原因（法令又は法令に基づく行政処分）により発生する債権で、支払督促

や訴えの提起等による裁判所への申立を行い、差押えを執行する債権
（個別排水使用料、幼稚園使用料、し尿処理手数料ほか）

●�私債権〜私法上の原因（契約等の当事者間の合意）により発生する債権で、支払督促や訴えの提起に
よる裁判所への申立を行い、差押えを執行する債権（町営住宅使用料、簡易水道料、奨学金ほか）議員発議により提案され、質疑、討論を通じた議論の結果、賛成：10／反対：１で可決されました

反 

対 
討 
論
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木
国
広
氏
の
推
薦
に
賛
同
し

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

　

条
　
　
例

消
費
税
率
等
の
引
上
げ
に
伴

う
関
係
条
例
の
整
備
（
使
用

料
・
手
数
料
の
改
正
）

　
平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
、

消
費
税
率
等
が
５
％
か
ら
８

％
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と

に
伴
い
、
関
係
す
る
条
例
を

整
備
し
、
使
用
料
及
び
手
数

料
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

質
疑
と
答
弁 

　
　
　
　
　
消
費
税
の
値
上

げ
に
対
し
て
、
上
下
水
道
に

つ
い
て
の
値
上
げ
は
見
送
れ

な
い
の
か
と
質
問
し
た
こ
と

が
あ
っ
た
が
、
当
町
の
上
下

水
道
会
計
の
状
況
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

　
　
　
　
　
平
成
24
年
度
の

会
計
に
お
い
て
、
簡
易
水
道

事
業
、
下
水
道
事
業
、
そ
れ

ぞ
れ
町
か
ら
の
繰
入
金
で
補

っ
て
い
る
の
で
、
収
支
的
に

は
黒
字
と
な
っ
て
い
る
。
実

質
的
に
は
５
、
２
０
０
万
円

ほ
ど
赤
字
と
い
う
計
算
に
な

る
。

　
　
　
　
　
消
費
税
分
を
上

げ
る
こ
と
に
伴
い
、
町
民
の

方
は
赤
字
が
あ
る
と
い
う
こ

と
の
認
識
は
な
い
の
で
は
と

思
う
が
。

　
　
　
　
　
８
月
の
広
報
に

品
田
議
員

建
設
課
長

品
田
議
員

建
設
課
長

お
い
て
特
集
を
組
み
、
財
政

状
況
も
お
知
ら
せ
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
赤
字
分

に
つ
い
て
給
排
水
事
業
経
営

審
議
会
の
中
で
、
料
金
を
ど

う
見
直
す
か
検
討
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
今
回
の
改
定
に

つ
い
て
、
国
に
消
費
税
と
し

て
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

分
を
、
簡
易
水
道
事
業
、
下

水
道
事
業
の
会
計
で
お
預
か

り
し
、
そ
れ
か
ら
国
に
納
め

る
と
い
う
こ
と
で
、
や
む
を

得
ず
そ
の
部
分
に
つ
い
て
は

町
民
の
方
々
に
ご
負
担
を
願

う
と
こ
ろ
で
あ
る
。

延
滞
金
の
割
合
引
下
げ
に
伴

う
条
例
の
改
正

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正

（
延
滞
金
の
割
合
引
下
げ
）

に
伴
い
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
、
介
護
保
険
料
、
下

水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
、

流
水
占
用
料
な
ど
、
関
連
す

る
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で

す
。

嘱
託
職
員
給
与
の
公
平
性
を

図
る
た
め
の
単
価
の
統
一

　
各
業
務
の
勤
務
時
間
を
反

映
す
る
た
め
、
職
責
や
経
験

年
数
な
ど
を
加
味
し
、
１
時

間
当
た
り
の
賃
金
単
価
を
算

定
す
る
も
の
で
す
。

町
　
　
長

豊
住
小
学
校
統
合
に
伴
う
学

校
設
置
条
例
の
改
正

　
人
事
案
件

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
賛

同
　
平
成
26
年
３
月
31
日
で
上

村
委
員
が
任
期
満
了
と
な
る

こ
と
か
ら
、
後
任
委
員
に
高

　
そ
の
他

◆
指
定
管
理
者
の
指
定

高木　国広　氏
（東藻琴西区）

管理施設の名称等 指定管理者の名称等 指定管理期間

東藻琴農村環境改善センター・
東藻琴公民館

フジケンビルサービス株式会社
代表取締役　畠　山　　隆

平成26年４月１日から
平成29年３月31日まで

メルヘン公園
一般財団法人めまんべつ産業
開発公社

理事長　濱　名　敏　之

平成26年４月１日から
平成30年３月31日まで

補正予算の主な内容
会　　計 補正予算額 補正後の総額

一 般 会 計 2億459万円 77億4,869万円
国民健康保険事業特別会計 1,806万円 11億5,555万円
介護保険事業勘定特別会計 61万円 6億6,895万円
　＜一般会計＞　【歳　出】
　　　　　　　　　住替え促進助成金� 101万円　　
　　　　　　　　　公共施設等整備基金積立金� 1億8,950万円　　
　　　　　　　　　姉妹都市交流報償費� 29万円　　
　　　　　　　　　燃料費（福祉灯油購入助成事業）� 583万円ほか
　　　　　　　　【歳　入】
　　　　　　　　　地域の元気臨時交付金� 1億3,059万円　　
　　　　　　　　　福祉灯油購入助成事業補助金� 50万円ほか

　補正予算
福祉灯油購入助成事業や公共施設等整備基金積立金など一般会計に２億４５９
万円を追加

◆
財
産
の
無
償
貸
付
け

　
基
幹
病
院
で
あ
る
女
満
別

中
央
病
院
の
医
療
の
確
保
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
病
院

周
辺
の
土
地
及
び
医
師
住
宅

等
を
無
償
で
貸
付
け
し
て
い

ま
す
。
平
成
26
年
３
月
31
日

で
も
っ
て
契
約
期
間
が
満
了

と
な
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
に

３
年
間
の
貸
付
け
を
延
長
す

る
も
の
で
す
。

◆
中
堀
議
員
の
議
会
広
報
編

集
特
別
委
員
会
委
員
の
辞

任
の
申
し
出
に
つ
い
て
許

可
◆
国
に
対
し
て
４
件
の
要
望

意
見
書
を
提
出

　
所
管
委
員
会
で
協
議
の
上
、

４
件
の
意
見
書
を
国
に
提
出

し
ま
し
た
。（
意
見
書
の
内

容
を
Ｐ
21
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。）

齊
藤
議
員

　
　
　
　
　
　
市
町
村
が
管

理
す
る
非
木
造
の
学
校
や

公
営
住
宅
な
ど
の
公
共
建

築
物
、
ま
た
長
さ
15
ｍ
以

上
の
橋
、
に
つ
い
て
、
全

道
の
市
町
村
を
対
象
に
、

公
共
施
設
の
老
朽
化
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が

実
施
さ
れ
た
が
、
本
町
の

回
答
状
況
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

町
長

　
　
　
　
経
過
年
数
ご
と
の

施
設
数
や
、
耐
震
基
準
を

満
た
す
か
、
ま
た
は
耐
震

補
修
が
さ
れ
て
い
る
施
設

か
な
ど
、
11
項
目
に
及
ぶ

調
査
で
あ
る
。
回
答
内
容

（一般質問5人）

町政を問う！ 平成25年第4回定例会
では、5人の議員から町
の施策などに関する一
般質問が行われました。
※�質問、答弁の内容は、要約して掲
載しています。詳細は議会ホーム
ページ及び両地区図書館で閲覧
できる会議録をごらんください。

一般質問通告項目①

災害時での町としての対応
と課題は

齋藤　宏司　議員

齋藤議員、近藤議員の一般質問の中継録画については、ネットワークトラブルのため、録画データがございません。内容の詳細は、議
会ホームページ及び両地区図書館で閲覧できる会議録をごらんください。ご迷惑をおかけして申し訳ありません。

今
ま
で
以
上
に
町
民
の
方
々
に
対
す
る

情
報
の
伝
達
を
図
っ
て
い
き
た
い

答
今
後
、
災
害
時
で
の
町
と
し
て
の

課
題
は

問

総務課に配置して
いる全国瞬時警報
システム（Ｊ－Ａ
ＬＥＲＴ）で国と
衛星回線で結ばれ
ており、情報提供
がなされる

齊
藤
議
員

　
　
　
　
　
　
昨
年
10
月
の

台
風
26
号
に
よ
る
甚
大
な

被
害
に
お
い
て
、
住
民
へ

の
周
知
や
管
理
体
制
な
ど
、

課
題
が
示
さ
れ
た
と
思
う

が
、
今
後
、
異
常
気
象
に

よ
る
災
害
時
で
の
町
と
し

て
の
対
応
と
課
題
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

町
長

　
　
　
　
現
在
町
で
は
、
気

象
警
報
等
が
入
る
と
、
役

場
と
総
合
支
所
に
担
当
職

員
が
待
機
す
る
こ
と
と
し

て
お
り
、
情
報
収
集
を
し

な
が
ら
災
害
対
策
本
部
等

を
設
置
し
、
町
民
の
方
々

の
避
難
が
必
要
な
場
合
に

つ
い
て
は
、
避
難
所
を
指

定
し
、
避
難
勧
告
等
の
広

報
を
行
い
、
人
命
を
優
先

し
て
行
動
す
る
、
と
い
う

防
災
計
画
と
し
て
い
る
。

町
民
の
方
々
に
緊
急
速
報

メ
ー
ル
を
通
し
て
配
信
で

き
る
よ
う
な
改
善
も
必
要

か
と
思
う
。
さ
ら
に
、
消

防
デ
ジ
タ
ル
無
線
に
お
い

て
、
サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴
だ

け
で
な
く
、
音
声
で
も
伝

達
す
る
仕
組
み
を
つ
く
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
町
民
の
方
々
に
は
防

災
に
対
す
る
意
識
を
高
く

持
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
、

Ｐ
Ｒ
を
町
と
し
て
伝
え
て

い
き
た
い
。

齊
藤
議
員

　
　
　
　
　
　
防
災
に
つ
い

て
は
自
助
、
共
助
、
公
助

の
三
つ
が
必
要
で
あ
る
が
、

ま
ず
自
助
、
自
分
の
身
は

自
分
で
守
る
こ
と
が
大
事

と
思
っ
て
い
る
。
防
災
グ

ッ
ツ
や
手
引
書
な
ど
、
自

助
と
い
う
面
で
必
要
だ
と

思
う
が
、
方
法
や
啓
蒙
に

つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る

か
。

町
長

　
　
　
　
防
災
グ
ッ
ツ
を
各

家
庭
で
備
え
て
い
た
だ
く

と
い
う
発
想
は
、
大
き
な

自
然
災
害
等
を
考
え
な
く

て
も
、
昨
今
の
冬
期
間
の

停
電
な
ど
も
、
防
災
の
考

え
方
の
中
に
入
れ
て
も
い

い
の
で
は
と
思
う
。
町
政

懇
談
会
や
、
生
活
安
心
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
な
ど
の
配
布

物
に
お
い
て
、
今
後
も
町

民
の
方
々
に
、
そ
の
よ
う

な
備
え
と
い
う
も
の
に
つ

い
て
、
お
知
ら
せ
を
し
、

お
努
め
を
い
た
だ
く
と
い

う
こ
と
に
、
努
力
を
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
う
。

と
し
て
は
、
建
築
物
で
30

年
以
上
の
施
設
は
全
部
で

38
棟
、
ま
た
、
耐
震
基
準

を
満
た
す
か
耐
震
補
修
が

さ
れ
て
い
る
建
物
が
、
１

０
０
棟
の
う
ち
91
棟
と
い

う
こ
と
で
、
報
告
を
し
て

い
る
。
問
題
点
と
し
て
は
、

安
全
性
の
問
題
、
さ
ら
に

は
増
大
す
る
修
繕
費
用
の

財
源
対
策
な
ど
と
い
う
こ

と
で
、
報
告
を
し
て
い
る
。

齊
藤
議
員

　
　
　
　
　
　
こ
れ
か
ら
の

公
共
施
設
に
対
す
る
考
え

方
に
つ
い
て
、
年
数
が
経

っ
て
い
て
、
例
え
ば
、
新

設
す
る
の
か
、
更
新
す
る

国
の
特
定
財
源
を
活
用
し
な
が
ら
、建
替
え
、補

修
、取
壊
し
な
ど
、町
と
し
て
判
断
を
し
て
い
く

答
公
共
施
設
の
老
朽
化
、町
に
と
っ
て

大
変
な
負
担
か
と
思
う
が

問
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公
表
に
よ
る
教
育
上
の
影
響
に
十
分
配
慮
し
、町
に
と

っ
て
ふ
さ
わ
し
い
公
表
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く

答
学
校
別
成
績
の
公
表
を
容
認
す
る
方

針
に
つ
い
て
の
考
え
は

問

在
の
も
の
を
い
か
に
長
寿

命
化
さ
せ
る
か
、
と
い
う

こ
と
で
、
補
修
を
し
て
い

く
、
直
し
て
い
く
と
い
う

の
が
前
提
か
と
思
っ
て
い

る
。
た
だ
、
費
用
対
効
果

も
あ
る
の
で
、
長
寿
命
化

計
画
や
、
今
後
策
定
す
る

総
合
計
画
の
中
で
位
置
づ

け
を
し
な
が
ら
整
理
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
考
え
方
で
あ
る

が
、
現
実
、
民
間
企
業
が

地
域
の
中
で
公
共
財
を
つ

く
っ
て
、
そ
れ
を
行
政
に

貸
す
と
い
う
よ
う
な
も
の

一般質問通告項目③

全国学力テストの結果を
踏まえた町の考えは

齊
藤
議
員

　
　
　
　
　
　
文
部
科
学
省

は
、
小
学
校
６
年
生
と
中

学
校
３
年
生
を
対
象
と
し

た
全
国
学
力
テ
ス
ト
の
実

施
要
領
の
見
通
し
を
発
表

し
、
教
育
委
員
会
の
判
断

で
、
平
均
正
答
率
な
ど
に

つ
い
て
、
学
校
別
の
成
績

の
公
表
を
容
認
す
る
と
い

う
方
針
が
示
さ
れ
た
。
テ

ス
ト
の
結
果
を
踏
ま
え
、

本
町
で
は
こ
の
方
針
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か

伺
い
た
い
。

教
育
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
町
で
は
７

回
す
べ
て
の
調
査
に
参
加

し
て
お
り
、
そ
の
都
度
、

児
童
生
徒
の
学
力
や
学
習

状
況
を
詳
細
に
分
析
し
、

必
要
な
教
育
施
策
の
展
開

や
、
学
校
に
お
け
る
授
業

改
善
、
さ
ら
に
は
保
護
者

と
連
携
し
た
家
庭
学
習
の

の
か
、
補
修
す
る
の
か
、

そ
の
中
で
減
ら
す
と
い
う

の
も
一
つ
の
考
え
だ
と
思

う
が
、
そ
う
い
う
判
断
と

い
う
の
は
ど
う
い
う
形
で

行
う
の
か
。
ま
た
、
Ｐ
Ｆ

Ｉ
（
※
）
と
い
う
方
式
、

町
に
予
算
が
な
い
中
で
、

そ
う
い
う
形
で
の
考
え
を

お
聞
き
し
た
い
。

町
長

　
　
　
　
基
本
的
に
は
、
現

一般質問通告項目②

公共施設の老朽化対策は
どうなっているか

は
、
ほ
と
ん
ど
限
ら
れ
た

も
の
で
し
か
で
き
て
い
な

い
。
そ
の
た
め
、
今
ど
ち

ら
か
と
い
う
と
進
め
て
い

る
方
向
と
し
て
は
、
国
の

定
着
に
向
け
た
取
組
に
活

か
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
の
町
独
自

の
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
支

援
策
の
積
み
重
ね
に
よ
り
、

学
力
向
上
に
大
き
な
成
果

が
あ
ら
わ
れ
て
き
て
い
る

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

ま
た
、
テ
ス
ト
の
結
果
の

公
表
に
つ
い
て
、
町
で
は

各
学
校
ご
と
の
公
表
の
方

法
を
工
夫
し
、
学
校
だ
よ

り
な
ど
を
通
し
て
保
護
者

へ
の
説
明
責
任
を
果
た
し

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
経
緯
の
中
、

改
め
て
文
部
科
学
省
の
考

え
や
実
施
要
領
を
十
分
理

解
し
た
上
で
、
町
に
と
っ

て
ふ
さ
わ
し
い
公
表
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
学
校
と

も
十
分
協
議
し
な
が
ら
、

慎
重
に
検
討
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
う
。

教
育
長

　
　
　
　
　
テ
ス
ト
の
内
容

は
大
き
く
二
つ
に
分
か
れ

て
い
て
、
一
つ
は
教
科
に

関
す
る
調
査
で
、
も
う
一

つ
は
、
児
童
生
徒
と
学
校

を
対
象
と
し
た
、
児
童
の

学
習
意
欲
や
学
習
方
法
な

ど
に
関
す
る
、
質
問
紙
調

査
で
す
。
毎
年
、
教
科
問

題
が
変
更
と
な
る
上
、
調

さ
ま
ざ
ま
な
特
定
財
源
を

活
用
し
な
が
ら
、
と
い
う

よ
う
な
形
で
進
め
て
い
る

も
の
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

査
対
象
と
な
る
生
徒
も
同

じ
で
は
な
い
の
で
、
一
概

に
比
較
は
で
き
な
い
が
、

町
の
小
中
学
校
は
、
全
道

平
均
並
み
の
位
置
に
あ
る

と
い
え
る
。

齊
藤
議
員

　
　
　
　
　
　
テ
ス
ト
結
果

の
公
表
に
つ
い
て
、
町
で

は
各
学
校
ご
と
、
公
表
の

方
法
を
工
夫
し
て
い
る
と

あ
っ
た
が
、
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
工
夫
な
の
か
。

教
育
長

　
　
　
　
　
工
夫
を
加
え
て

の
公
表
と
い
う
部
分
、
そ

れ
ぞ
れ
独
自
に
学
校
が
、

保
護
者
向
け
に
、
よ
り
わ

か
り
や
す
い
現
状
に
し
て

お
知
ら
せ
を
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
だ
が
、
例
え
ば
、

全
国
平
均
、
全
道
平
均
に

対
し
て
学
校
の
位
置
が
わ

か
り
や
す
い
表
で
表
し
て

い
た
り
、
学
校
に
よ
っ
て

生
徒
の
生
活
実
態
に
特
徴

が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
つ

ま
び
ら
か
に
し
、
弱
点
と

得
意
な
部
分
を
明
ら
か
に

し
な
が
ら
、
特
に
弱
点
の

部
分
で
は
学
校
と
し
て
ど

の
よ
う
な
授
業
を
行
っ
て

い
く
か
な
ど
、
学
校
独
自

で
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　公共施設等（※）の建設、維持管理、運営などを、民間企業の
資金や経営能力、技術的能力を活用して行う手法です。導入によ
り、国や地方自治体の 事業コストの削減、より質の高い公共サ
ービスの提供を目指すものです。
※�道路や上下水道などの公共施設、庁舎や宿舎、公営住宅や教育

文化施設などの公益的施設、観光施設、その他さまざまな施設

一 口 メ モ  【ＰＦＩ】
総
合
計
画
に
位
置
づ
け
な
が
ら
、調
査
を
進
め
、

良
質
で
安
い
水
を
安
定
的
に
供
給
で
き
る
体
制
を

目
指
し
、努
力
を
し
て
ま
い
り
た
い

答
東
藻
琴
の
水
は
町
の
財
産
で
あ
り
、

町
民
が
享
受
で
き
る
こ
と
を
期
待
す
る

問

一般質問通告項目①

東藻琴地区の湧水の
町全体での活用は

近藤　哲雄　議員
近
藤
議
員

　
　
　
　
　
　
東
藻
琴
の
水

は
お
い
し
い
と
い
う
評
判

の
面
も
含
め
、
こ
の
水
を

さ
ら
に
広
く
活
用
で
き
な

い
か
と
い
う
思
い
は
、
潜

在
的
な
も
の
を
含
め
て
多

く
あ
る
の
で
は
と
考
え
て

い
る
。
今
後
に
お
い
て
、

東
藻
琴
地
区
の
湧
水
を
、

女
満
別
地
区
も
含
め
た
大

空
町
全
体
で
の
活
用
を
図

っ
て
い
く
、
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
の
可
能
性
、
考

え
方
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

町
長

　
　
　
　
町
の
簡
易
水
道
は
、

女
満
別
本
町
地
区
、
女
満

別
高
台
地
区
、
東
藻
琴
地

区
と
し
て
事
業
を
行
っ
て

お
り
、
取
水
の
方
式
は
、

女
満
別
地
区
に
お
い
て
は

深
井
戸
７
カ
所
か
ら
ポ
ン

プ
ア
ッ
プ
に
よ
り
、
ま
た

東
藻
琴
地
区
に
お
い
て
は

２
カ
所
の
湧
水
を
活
用
し

て
い
る
現
状
で
あ
る
。
女

満
別
地
区
全
体
を
含
め
て
、

水
源
と
し
て
利
用
す
る
と

い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
東

藻
琴
の
水
源
の
量
的
な
も

の
か
ら
い
う
と
、
不
足
を

す
る
と
い
う
状
況
で
、
す

べ
て
を
賄
い
き
る
こ
と
に

は
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

る
。
将
来
を
見
据
え
た
中

で
、
良
質
で
安
価
な
水
を

安
定
的
に
供
給
で
き
る
水

道
事
業
を
考
え
た
と
き
、

東
藻
琴
の
湧
水
を
、
女
満

別
地
区
を
含
め
た
町
全
体

で
活
用
し
て
い
く
と
い
う

こ
と
は
非
常
に
重
要
な
発

想
で
あ
る
と
思
う
。
た
だ
、

今
の
水
源
だ
け
で
は
十
分

で
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、

新
た
な
水
源
を
探
し
て
い

く
と
い
う
こ
と
も
必
要
で

あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か

ら
検
討
を
進
め
る
べ
く
、

新
し
い
総
合
計
画
の
中
に

位
置
づ
け
な
が
ら
、
計
画

的
な
調
査
、
整
備
に
向
け

て
努
力
を
し
て
い
き
た
い
。

近
藤
議
員

　
　
　
　
　
　
新
た
な
水
源

と
い
う
こ
と
も
含
め
、
町

全
体
で
賄
う
水
を
確
保
で

き
る
か
ど
う
か
、
今
後
に

お
い
て
大
事
な
こ
と
と
感

じ
て
い
る
。
一
方
で
、
議

会
報
告
会
の
中
で
町
民
の

方
か
ら
、
網
走
市
と
下
水

道
を
共
同
処
理
し
て
い
る

よ
う
に
、
飲
み
水
も
広
域

で
何
と
か
な
ら
な
い
か
と

い
う
意
見
を
い
た
だ
い
た
。

現
段
階
で
、
広
域
で
の
活

用
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

町
長

　
　
　
　
今
の
水
源
で
は
不

足
す
る
分
を
、
町
で
新
た

に
水
源
を
求
め
て
、
そ
し

て
供
給
す
る
や
り
方
と
、

網
走
市
と
共
同
で
処
理
す

る
や
り
方
、
そ
の
比
較
検

討
、
費
用
対
効
果
な
ど
も

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
。
お
互
い
に
ど
の
よ

う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の

か
、
調
査
を
し
な
が
ら
、

将
来
の
安
定
的
な
良
質
な

水
源
確
保
、
水
の
確
保
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
議

論
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

近
藤
議
員

　
　
　
　
　
　
長
期
的
に
考

え
た
と
き
、
安
く
て
安
心

で
き
る
水
を
安
定
供
給
し

て
い
く
と
い
う
こ
と
は
最

も
基
本
と
な
る
部
分
だ
と

思
っ
て
い
る
。
ま
た
、
水

源
を
統
一
し
て
い
く
こ
と

が
、
水
道
料
金
の
統
一
な

ど
、
町
政
に
も
プ
ラ
ス
に

つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
は

と
い
う
部
分
も
あ
る
が
、

こ
う
し
た
コ
ス
ト
面
で
の

考
え
方
に
つ
い
て
お
聞
き

し
た
い
。

町
長

　
　
　
　
現
在
、
女
満
別
地

区
の
水
源
は
、
井
戸
か
ら

組
み
上
げ
る
方
式
で
あ
り
、

＜両地区の水源の状況＞
東藻琴地区 女満別地区

取水方式 自然流下 深井戸からポンプアップ
計 画 水 量（年間） ９４万トン １３６万トン
取　水　量（年間） ６３万トン ６８万トン
配　水　量（年間） ６２万トン ６２万トン
有取水量（年間）※ ３９万トン ５３万トン

 ※有取水量〜実際に使用されている水量

そ
の
た
め
の
動
力
に
係
る

経
費
、
各
家
庭
へ
配
水
を

行
う
た
め
の
電
気
料
、
薬

品
の
投
入
の
た
め
の
設
備

や
経
費
、
と
い
う
も
の
が

必
要
で
あ
る
。
こ
れ
に
対

し
て
、
良
質
な
水
で
自
然

流
下
の
中
で
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
か
な
り

コ
ス
ト
が
削
減
で
き
る
と
、

た
だ
、
現
在
の
施
設
も
あ

る
の
で
、
そ
う
い
う
も
の

に
変
え
た
仕
組
み
を
つ
く

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
で
、
初
期
投
資

は
多
少
か
か
る
と
は
思
う

が
、
そ
の
よ
う
な
コ
ス
ト

の
比
較
と
い
う
こ
と
も
必

要
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
る
。

東藻琴水源地を視察しました
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税
制
改
正
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、

今
後
対
処
し
て
い
き
た
い

答
基
準
の
引
き
下
げ
に
よ
る

町
の
制
度
に
与
え
る
影
響
は

問

一般質問通告項目①

生活保護基準の引き下げによる
影響及び対応は

松田　信行　議員議会中継録画「平成25年第４回定例会第１日目①（0：
00〜 43：50）」をご覧ください」をご覧ください

松
田
議
員

　
　
　
　
　
　
12
月
に
国
会

に
お
い
て
、
改
正
生
活
保

護
法
が
成
立
し
た
が
、
既

に
８
月
に
法
改
正
を
伴
わ

な
い
生
活
保
護
基
準
の
改

定
が
行
わ
れ
、
生
活
扶
助

費
を
中
心
に
削
減
が
行
わ

れ
、
実
施
さ
れ
て
い
る
。

政
府
は
今
後
３
年
か
け
て
、

生
活
扶
助
費
を
平
均
６
・

５
％
、
最
大
10
％
引
き
下

げ
る
予
定
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
生
活
保
護
受
給
者
へ

の
具
体
的
な
影
響
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

町
長

　
　
　
　
現
在
、
全
国
で
２

１
４
万
人
、
国
民
の
お
よ

そ
60
人
に
１
人
が
保
護
を

受
け
て
お
り
、
本
町
の
場

合
で
は
、
生
活
保
護
世
帯

が
46
世
帯
、
人
員
に
し
て

62
名
と
な
っ
て
い
る
。
割

合
で
い
う
と
、
０
・
85
％

で
、
管
内
の
他
の
市
町
村

と
比
較
す
る
と
低
い
状
況

で
あ
る
。
受
給
の
理
由
別

内
訳
は
、
就
職
が
困
難
と

な
る
65
歳
以
上
の
方
が
29

名
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
方

々
は
10
名
、
障
が
い
を
有

す
る
な
ど
の
家
庭
の
方
々

が
14
名
、
そ
の
他
の
理
由

が
９
名
と
な
っ
て
い
る
。

生
活
扶
助
費
の
引
き
下
げ

に
つ
い
て
は
、
町
に
お
い

て
生
活
保
護
が
打
ち
切
ら

れ
る
と
い
う
よ
う
な
世
帯

は
な
い
よ
う
に
承
っ
て
い

る
。

松
田
議
員

　
　
　
　
　
　
市
町
村
で
施

行
さ
れ
て
い
る
低
所
得
者

向
け
の
各
種
減
免
制
度
の

ほ
と
ん
ど
が
、
対
象
者
の

選
定
に
生
活
保
護
基
準
を

用
い
て
お
り
、
生
活
保
護

基
準
の
引
き
下
げ
が
、
他

の
制
度
に
与
え
る
影
響
、

そ
れ
に
対
す
る
対
応
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

町
長

　
　
　
　
町
に
お
い
て
、
生

活
保
護
の
受
給
基
準
を
根

拠
と
し
た
、
利
用
者
負
担

額
の
軽
減
措
置
や
使
用
料

等
の
免
除
の
措
置
が
多
く

講
じ
ら
れ
て
お
り
、
29
の

例
規
で
基
準
を
規
定
し
た

も
の
が
あ
り
、
そ
の
う
ち

20
の
例
規
で
影
響
が
あ
る

と
判
断
し
て
い
る
。
こ
の

た
め
、
今
後
受
給
が
廃
止

さ
れ
た
よ
う
な
場
合
で
あ

っ
て
も
、
３
年
間
、
平
成

28
年
３
月
ま
で
は
、
従
前

の
例
に
よ
り
町
と
し
て
対

応
で
き
る
よ
う
な
措
置
を

講
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
個
人
住
民
税
の
非

課
税
限
度
額
は
、
生
活
保

護
基
準
を
勘
案
し
て
定
め

る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、

26
年
度
以
降
の
税
制
改
正

に
お
い
て
対
応
す
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
。
町
で
は
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る

個
人
の
費
用
負
担
や
助
成

制
度
に
お
い
て
、
こ
の
非

課
税
世
帯
を
判
断
基
準
と

し
た
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
が

あ
り
、
も
し
今
後
、
非
課

税
限
度
額
が
引
き
下
げ
ら

れ
た
場
合
に
は
影
響
が
出

て
く
る
こ
と
に
な
る
の
で
、

税
制
改
正
の
動
向
を
注
視

し
な
が
ら
、
近
隣
市
町
の

取
組
事
例
な
ど
に
も
十
分

情
報
収
集
し
て
、
今
後
対

処
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
い
る
。

松
田
議
員

　
　
　
　
　
　
生
活
保
護
受

給
者
に
対
し
て
は
、
す
べ

て
オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興

局
の
中
で
事
務
手
続
き
が

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
、
地
元
の
町
村
が
加

わ
っ
て
、
共
有
の
部
分
と

し
て
や
っ
て
い
か
な
い
と
、

生
活
困
窮
者
の
発
見
だ
と

か
、
生
活
保
護
に
陥
ら
な

い
よ
う
に
す
る
た
め
の
相

談
だ
と
か
、
そ
う
い
う
も

の
が
今
後
問
わ
れ
て
く
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う
が
。

町
長

　
　
　
　
現
在
、
生
活
保
護

に
係
る
事
務
に
つ
い
て
、

町
村
の
場
合
は
北
海
道
が

所
管
を
し
て
い
る
が
、
そ

の
前
段
の
生
活
実
態
の
把

握
や
困
窮
度
の
把
握
、
そ

れ
に
対
す
る
対
応
と
い
う

も
の
は
、
町
と
し
て
や
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

て
い
る
方
は
30
名
、
通
所

介
護
を
利
用
さ
れ
て
い
る

方
は
56
名
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
サ
ー
ビ
ス
は
い
ず
れ

も
現
在
、
福
祉
会
が
提
供

し
て
お
り
、
改
正
後
に
よ

る
と
、
既
存
の
福
祉
会
に

よ
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
主

体
と
な
る
も
の
と
考
え
て

お
り
、
今
ま
で
の
質
も
量

も
変
わ
ら
な
い
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。

松
田
議
員

　
　
　
　
　
　
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
の
新
規
入
所
を
、

原
則
、
要
介
護
３
以
上
の

中
重
度
者
に
限
定
す
る
こ

と
に
よ
る
影
響
と
、
町
に

求
め
ら
れ
る
介
護
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

町
長

　
　
　
　
現
在
、
本
町
の
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入

所
者
で
い
う
と
、
町
内
の

方
が
79
名
入
所
し
て
お
り
、

そ
の
う
ち
12
名
が
要
介
護

２
以
下
の
方
で
あ
る
が
、

今
回
の
改
正
の
議
論
の
中

で
は
、
介
護
の
軽
度
者
で

あ
っ
て
も
、
特
例
的
に
入

所
を
認
め
る
と
い
う
方
向

も
検
討
さ
れ
て
い
る
。
特

例
の
扱
い
と
し
て
は
、
認

知
症
高
齢
者
、
知
的
・
精

神
の
障
が
い
な
ど
、
軽
度

で
あ
っ
て
も
入
所
が
可
能

で
あ
る
と
い
う
議
論
で
あ

る
。
そ
の
よ
う
な
も
の
が

し
っ
か
り
と
付
さ
れ
る
の

で
あ
れ
ば
、
大
き
な
変
化

は
な
い
の
で
は
な
い
か
と

受
け
と
め
て
い
る
。
今
後
、

軽
度
の
方
々
に
対
す
る
介

護
と
い
う
も
の
は
、
主
に

在
宅
が
中
心
に
な
る
と
思

う
の
で
、
訪
問
介
護
や
通

所
介
護
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
な
ど
と
い
っ
た
も
の
を

充
実
さ
せ
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
思
う
。

一般質問通告項目②

介護保険改革と大空町
の介護サービスは
議会中継録画「平成25年第４回定例会第１日目
①（43：50〜 1：11：36）」

見
守
り
ネ
ッ
ト
事
業
な
ど
と
同
様
、現
在
の
地
域

支
援
事
業
と
し
て
や
る
こ
と
に
な
り
、今
ま
で
と

質
も
量
も
変
わ
ら
な
い
と
受
け
と
め
て
い
る

答
訪
問
介
護
や
通
所
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
市
町
村
事

業
に
移
管
さ
れ
、
今
ま
で
ど
お
り
の
質
と
量
の

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
の
か

問

＜生活扶助費の引き下げによる影響＞

現行（月額） ３年後（月額） 差額（月額）

夫婦でお子さんがいる
世帯 13万4,140円 12万6,520円 △7,620円

高齢者単身世帯 6万1,640円 6万2,660円 1,020円

高齢者夫婦世帯 9万3,210円 9万3,610円 400円

母親と２人のお子さん
がいる世帯 15万5,760円 15万5,080円 △680円

つ
い
て
伺
い
た
い
。
ま
た
、

今
ま
で
ど
お
り
の
良
質
な

サ
ー
ビ
ス
、
今
ま
で
ど
お

り
の
量
の
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
る
の
か
ど
う
か
。

町
長

　
　
　
　
町
の
要
介
護
者
の

認
定
状
況
に
つ
い
て
、
24

年
度
末
の
要
介
護
認
定
者

数
は
４
２
８
名
、
要
支
援

１
と
要
支
援
２
の
認
定
者

は
１
２
７
名
で
、
こ
の
う

ち
訪
問
介
護
を
利
用
さ
れ

と
思
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

見
守
り
ネ
ッ
ト
事
業
を
町

と
し
て
推
進
し
て
い
る
が
、

単
に
健
康
状
態
を
把
握
す

る
だ
け
で
な
く
、
生
活
実

態
な
ど
も
把
握
を
し
な
が

ら
、
ど
の
よ
う
な
サ
ポ
ー

ト
体
制
に
す
る
べ
き
か
、

そ
の
つ
な
ぎ
の
役
割
が
重

要
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

見
守
り
ネ
ッ
ト
事
業
を
委

託
し
て
い
る
社
会
福
祉
協

議
会
や
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
も
ら
っ
て
い

る
福
祉
会
、
そ
う
い
う
機

関
の
連
携
の
も
と
、
見
守

り
と
い
う
か
、
地
域
の
支

援
体
制
と
い
う
も
の
を
つ

く
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
、
受
け
と
め
て

い
る
。

松
田
議
員

　
　
　
　
　
　
２
０
１
５
年

度
か
ら
実
施
さ
れ
る
介
護

保
険
制
度
改
革
の
関
係
法

案
が
提
出
さ
れ
る
が
、
全

体
的
に
介
護
保
険
事
業
の

抑
制
が
ベ
ー
ス
に
あ
り
、

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
高

齢
者
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
事
業
者
か
ら
不
安
や

懸
念
の
声
が
あ
る
中
で
、

要
支
援
者
向
け
訪
問
介
護

通
所
サ
ー
ビ
ス
を
、
市
町

村
事
業
に
移
管
さ
れ
る
こ

と
に
よ
る
影
響
と
対
応
に

地
域
の
産
業
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、大
空
町
が

果
た
し
て
い
く
役
割
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い

答
管
内
及
び
大
空
町
の

　
　
　
　
　
経
済
発
展
へ
の
対
策
は

問

一般質問通告項目①

地域経済を発展させるための
対策とは

勝田　鉄城　議員議会中継録画「平成25年第４回定例会第１日目
②（0：00〜 53：12）」

勝
田
議
員

　
　
　
　
　
　
地
域
経
済
の

発
展
に
つ
い
て
、
オ
ホ
ー

ツ
ク
管
内
は
地
域
資
源
な

ど
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

い
い
地
域
だ
と
思
う
が
、

活
気
が
足
り
な
い
よ
う
に

思
う
。
活
力
あ
る
地
域
に

な
る
た
め
、
圏
域
の
経
済

発
展
へ
の
課
題
と
対
策
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。
ま
た
、

我
が
町
の
特
色
を
活
か
し

た
経
済
発
展
の
対
策
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

町
長

　
　
　
　
食
や
観
光
交
流
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
各

地
区
各
市
町
村
が
対
応
し

て
い
る
現
状
で
あ
り
、
具

体
的
な
管
内
的
な
組
織
と

い
う
も
の
に
は
至
っ
て
お

ら
ず
、
各
市
町
村
間
の
連

携
も
十
分
と
は
言
い
切
れ

な
い
。
そ
ん
な
中
で
、
管

内
、
我
が
町
の
経
済
発
展

を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か

と
い
う
と
、
キ
ー
ワ
ー
ド

は
、
農
業
、
林
業
、
水
産

業
を
中
心
と
す
る
一
次
産

業
と
、
空
港
や
芝
桜
公
園

を
有
す
る
こ
と
か
ら
観
光

や
交
流
と
い
う
と
こ
ろ
の

関
わ
り
、
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
最
近
で
は
、
地

域
の
農
林
水
産
物
を
加
工

し
、
そ
れ
を
地
域
の
経
済

発
展
に
つ
な
げ
る
と
い
う

動
き
が
あ
る
。
管
内
全
体

を
考
え
た
と
き
、
各
市
町

村
が
独
自
に
一
つ
の
産
品

を
つ
く
る
の
で
は
な
く
、

も
う
少
し
大
き
な
単
位
で

も
っ
て
加
工
し
な
が
ら
、

全
国
に
売
り
出
し
、
各
市

町
村
の
取
組
み
と
い
う
も

の
は
、
そ
の
Ｐ
Ｒ
効
果
を

狙
っ
た
各
々
の
産
品
開
発

と
し
て
付
随
し
て
あ
っ
て

い
い
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
、
合
宿

の
誘
致
で
あ
っ
た
り
、
国

立
国
定
公
園
や
世
界
遺
産

も
あ
り
、
そ
の
玄
関
口
と

し
て
女
満
別
空
港
の
役
割

は
非
常
に
大
き
く
、
こ
の

地
域
全
体
の
経
済
発
展
の

要
素
に
な
る
と
考
え
て
い
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る
。

勝
田
議
員

　
　
　
　
　
　
農
家
戸
数
の

減
少
に
つ
い
て
、
戸
数
が

減
る
と
い
う
こ
と
は
、
経

済
発
展
に
対
し
て
大
き
な

後
退
の
要
因
で
は
な
い
か

と
思
う
が
、
対
策
に
つ
い

て
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

町
長

　
　
　
　
町
内
の
農
家
戸
数

は
、
女
満
別
地
区
で
、
平

成
15
年
に
３
６
８
戸
の
と

こ
ろ
現
在
は
３
０
９
戸
、

東
藻
琴
地
区
で
、
平
成
15

年
に
１
５
４
戸
の
と
こ
ろ

現
在
は
１
３
７
戸
で
あ
り
、

減
少
傾
向
に
あ
る
。
一
方

で
、
１
戸
当
た
り
の
耕
地

面
積
は
増
加
し
て
い
る
が
、

規
模
拡
大
も
限
界
に
近
づ

い
て
い
る
の
で
は
と
感
じ

て
い
る
。
ま
た
、
将
来
の

後
継
者
、
担
い
手
が
い
な

い
と
い
う
こ
と
は
大
変
憂

慮
す
べ
き
問
題
で
あ
り
、

コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
事
業

（
※
）
を
推
進
し
て
労
働

力
を
確
保
し
た
り
、
研
修

生
の
受
け
入
れ
や
、
法
人

化
に
よ
る
異
業
種
か
ら
の

参
入
を
促
進
す
る
な
ど
、

そ
う
い
う
対
策
も
必
要
で

は
な
い
か
と
思
う
。
関
係

機
関
と
行
政
と
で
、
就
農

の
間
口
を
広
め
る
よ
う
な

活
動
を
連
携
し
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

地
域
に
合
っ
た
多
様
な
森
づ
く
り
を

考
え
て
い
き
た
い

答
町
が
自
然
林
を
残
す
よ
う

　
　
　
　
　
取
り
組
む
べ
き
で
は

問一般質問通告項目②

さまざまな森林の形成
を考えてみては
議会中継録画「平成25年第４回定例会第１日目
②（53：12〜 1：08：26）」

勝
田
議
員

　
　
　
　
　
　
森
林
は
、
私

達
人
間
が
生
き
て
い
く
上

で
、一
番
大
切
な
酸
素
、水
、

食
料
を
供
給
し
て
く
れ
て

い
る
。
針
葉
樹
や
広
葉
樹

が
混
交
し
て
生
え
て
い
る

森
を
自
然
林
と
し
て
考
え

る
が
、
こ
う
い
う
自
然
林

を
、
町
が
残
す
べ
き
で
は

な
い
か
と
思
う
が
、
考
え

を
伺
い
た
い
。

町
長

　
　
　
　
町
で
は
国
有
林
も

含
め
て
１
万
３
、
４
０
０

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
森
林
が
あ

り
、
そ
の
う
ち
、
全
く
手

を
つ
け
て
い
な
い
原
生
林

的
な
も
の
や
、
一
度
伐
採

し
た
後
に
自
然
に
生
え
て

き
た
林
も
含
め
て
、
４
、

０
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
自

然
林
で
あ
る
。
森
林
の
役

割
に
つ
い
て
は
十
分
認
識

し
て
お
り
、
地
域
に
合
っ

た
多
様
な
森
づ
く
り
と
い

う
の
を
考
え
て
い
き
た
い

と
思
う
。
今
ま
で
の
よ
う

に
、
針
葉
樹
を
植
え
て
、

伐
期
が
来
て
伐
っ
て
、
ま

た
針
葉
樹
を
植
え
る
と
い

う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、

も
っ
と
さ
ま
ざ
ま
な
町
有

町民有志が、陸前高田市の
津波到達点に桜を植樹する
プロジェクトに参加されま
した

林
、
林
、
森
林
の
形
成
の

仕
方
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。
今
後
そ
う
い

う
点
に
つ
い
て
も
考
え
を

め
ぐ
ら
せ
な
が
ら
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

勝
田
議
員

　
　
　
　
　
　
植
樹
は
、
町

を
訪
れ
た
方
に
と
っ
て
は

非
常
に
感
慨
深
く
、
成
長

を
楽
し
み
に
ま
た
訪
れ
て

く
れ
る
の
で
は
と
思
っ
て

い
る
。
稲
城
市
や
氷
川
町

か
ら
い
た
だ
い
た
植
樹
、

こ
の
姉
妹
都
市
の
森
と
い

う
も
の
を
少
し
規
模
を
拡

大
し
、
ど
こ
か
に
設
置
し

た
ら
い
い
の
で
は
な
い
か

と
思
う
が
。

町
長

　
　
　
　
稲
城
市
の
児
童
交

流
に
お
い
て
、
ト
マ
ッ
プ

川
公
園
に
子
ど
も
達
に
よ

る
植
樹
、
氷
川
町
の
皆
さ

ん
か
ら
は
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

の
寄
贈
を
受
け
、
緑
と
チ

ー
ズ
の
里
ふ
れ
あ
い
パ
ー

ク
内
に
植
樹
、
な
ど
の
経

過
が
あ
る
。
一
方
で
、
稲

城
市
に
は
市
政
30
周
年
、

姉
妹
都
市
提
携
10
周
年
を

記
念
し
て
、
「
女
満
別
の

森
」
と
し
て
ナ
ナ
カ
マ
ド

を
植
樹
し
て
い
た
だ
い
た

経
過
も
あ
る
。
そ
の
他
に

も
町
民
有
志
の
方
々
に
植

栽
い
た
だ
く
な
ど
、
場
所

が
手
狭
に
な
っ
て
き
て
い

る
の
で
、
現
在
検
討
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

勝
田
議
員

　
　
　
　
　
　
近
隣
の
市
町

村
で
毎
年
植
樹
祭
を
や
っ

て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と

思
う
が
、
苗
木
代
な
ど
予

算
は
町
が
し
っ
か
り
確
保

し
、
木
を
植
え
る
こ
と
は

人
間
の
命
の
源
だ
と
い
う

こ
と
を
、
体
を
も
っ
て
子

ど
も
達
に
伝
え
て
い
く
、

そ
う
い
う
思
い
で
毎
年
親

子
で
植
樹
祭
を
催
す
よ
う
、

進
め
た
ら
ど
う
か
。

町
長

　
　
　
　
過
去
に
、
女
満
別

で
は
、
空
港
線
の
三
世
代

植
樹
、
海
外
研
修
者
の
方
、

平
成
19
年
に
は
大
空
町
誕

生
記
念
植
樹
な
ど
、
東
藻

琴
で
は
、
平
成
13
年
か
ら

５
年
間
、
東
藻
琴
村
21
世

紀
の
森
植
樹
、
と
い
う
こ

と
で
行
っ
て
い
る
。
平
成

27
年
に
は
大
空
町
10
年
と

い
う
節
目
の
年
で
あ
る
の

で
、
大
々
的
に
記
念
植
樹

祭
と
い
う
も
の
を
、
場
所

を
選
定
し
な
が
ら
計
画
を

し
て
み
た
い
と
、
そ
れ
を

き
っ
か
け
に
、
毎
年
続
け

ら
れ
る
か
ど
う
か
、
場
所

如
何
と
は
思
う
が
、
取
組

が
継
続
で
き
れ
ば
と
考
え

て
い
る
。

一般質問通告項目①

商工業の振興策と
地域経済循環の展開は

小島　一弘　議員議会中継録画「「平成25年第４回定例会第１日目
③（0：00〜 32：08）」

小
島
議
員

　
　
　
　
　
　
住
宅
リ
フ
ォ

ー
ム
事
業
の
成
果
と
課
題

に
つ
い
て
、
明
ら
か
に
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

町
長

　
　
　
　
事
業
実
績
で
あ
る

が
、
こ
の
３
年
間
で
３
１

３
件
、
補
助
金
と
し
て
は

８
、
５
７
８
万
７
、
０
０

０
円
、
事
業
費
・
工
事
費

と
し
て
は
４
億
１
、
９
２

４
万
７
、
０
０
０
円
と
な

っ
て
い
る
。
当
初
の
計
画

を
大
幅
に
上
回
る
実
績
で

あ
り
、
寄
せ
ら
れ
て
い
る

意
見
な
ど
か
ら
、
ま
だ
ま

だ
ニ
ー
ズ
が
あ
る
と
判
断

し
て
い
て
、
26
年
度
以
降

に
つ
い
て
も
引
き
続
き
実

施
を
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
る
。
若
干
の
制

度
設
計
に
つ
い
て
手
直
し

も
必
要
と
思
う
の
で
、
現

在
内
容
等
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

小
島
議
員

　
　
　
　
　
　
ポ
イ
ン
ト
カ

ー
ド
事
業
に
つ
い
て
、
地

域
の
商
工
業
に
と
っ
て
プ

ラ
ス
の
成
果
が
生
ま
れ
て

　大きな労力と高価な作業機械が必要な農業や酪農業
などにおいて、作業を外部委託することで、労働負担
の軽減や無駄な機械を持たないようにできます。それ
がコントラクター（農作業委託）事業です。

一 口 メ モ  

【コントラクター事業】

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
を

26
年
度
以
降
も
引
き
続
き
実
施
し
た
い

答
地
域
経
済
循
環
に
係
る

　
　
　
　
　
　
　
施
策
の
今
後
は

問

き
て
い
る
が
、
各
政
策
と

の
間
の
連
携
が
う
ま
く
い

っ
て
い
な
い
の
で
は
と
思

う
が
。

町
長

　
　
　
　
平
成
25
年
11
月
末

の
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
加
盟

店
は
60
店
舗
、
売
上
額
に

つ
い
て
は
、
23
年
度
が
３

５
３
万
円
、
24
年
度
が
７

２
９
万
２
、
０
０
０
円
、

２
５
年
度
現
在
ま
で
で
５

２
２
万
５
、
０
０
０
円
と

な
っ
て
い
る
。
事
業
の
特

徴
と
し
て
は
、
各
種
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
や
イ
ベ
ン

ト
参
加
な
ど
に
対
し
て
ポ

イ
ン
ト
が
発
行
さ
れ
る
こ

と
、
支
援
券
制
度
で
学
校

等
の
登
録
団
体
へ
の
支
援

も
合
わ
せ
て
行
え
る
こ
と
、

従
来
の
ス
タ
ン
プ
事
業
と

は
違
っ
て
、
税
や
公
共
料

金
の
支
払
い
に
充
て
て
い

な
い
こ
と
、
が
あ
る
。
間

口
を
広
げ
て
ほ
し
い
と
い

う
意
見
も
あ
る
が
、
そ
れ

を
し
て
い
な
い
現
状
で
あ

り
、
地
域
経
済
の
循
環
と

い
う
と
こ
ろ
で
は
従
来
よ

り
も
成
果
が
上
が
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
判
断

し
て
い
る
。
ま
た
、
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
施
工
業

者
の
ポ
イ
ン
ト
発
行
に
つ

い
て
は
、
一
部
視
点
を
変

え
る
と
値
引
き
の
よ
う
な

形
に
な
る
と
受
け
と
め
て

い
る
の
で
、
町
と
し
て
、

要
綱
の
中
で
ポ
イ
ン
ト
発

行
に
強
制
力
を
持
た
せ
る

こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い

面
が
あ
る
が
、
ま
ず
ポ
イ

ン
ト
カ
ー
ド
会
に
加
入
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
前

提
に
な
る
と
思
う
の
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
努

力
を
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
る
。

小
島
議
員

　
　
　
　
　
　
地
域
経
済
循

環
を
拡
大
す
る
な
ど
、
新

し
い
展
開
の
た
め
、
商
業

者
の
店
舗
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

事
業
な
ど
に
着
手
す
る
べ

き
と
思
う
が
、
方
向
性
な

ど
考
え
を
伺
い
た
い
。

町
長

　
　
　
　
３
１
３
件
の
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
が
終
わ
り
、

地
域
の
経
済
循
環
を
考
え

る
中
で
、
商
業
活
動
の
活

性
化
の
た
め
、
店
舗
の
リ

フ
ォ
ー
ム
、
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
と
い
う
と
こ
ろ
に
対
す

る
支
援
制
度
を
考
え
て
い

き
た
い
と
い
う
こ
と
で
、

現
在
、
制
度
を
ど
の
よ
う

な
形
に
す
る
か
、
検
討
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

も
う
少
し
行
政
と
し
て
の
関
わ
り
を
持
ち
、業
者

と
意
思
疎
通
を
し
な
が
ら
協
議
を
進
め
て
い
く

答
指
定
管
理
上
の
行
政
指
導
の

　
　
　
　
　
　
あ
り
方
は
ど
う
か

問一般質問通告項目②

指定管理事業と働く方の
労働環境はどうか
議会中継録画「平成25年第４回定例会第１日目
③（32：08〜 49：12）」

小
島
議
員

　
　
　
　
　
　
制
度
導
入
の

考
え
と
し
て
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
、
利
用
者
の

利
便
性
の
向
上
、
自
治
体

の
負
担
の
軽
減
を
図
る
こ

と
、
で
あ
る
と
思
う
が
、

公
募
に
よ
ら
な
い
で
業
者

を
選
定
す
る
な
ど
、
指
定

管
理
の
固
定
化
に
係
る
問

題
点
や
課
題
に
つ
い
て
、

考
え
を
伺
い
た
い
。

町
長

　
　
　
　
指
定
管
理
業
者
の

選
定
に
あ
た
り
、
選
定
委

員
会
を
組
織
し
て
お
り
、

公
募
に
す
る
か
、
ま
た
は

指
名
業
者
と
し
て
選
定
す

る
か
、
募
集
要
項
の
内
容

は
正
し
い
か
、
な
ど
の
審

査
を
行
っ
て
い
る
。
選
定

に
あ
た
っ
て
議
会
で
議
決

を
い
た
だ
い
た
後
、
実
際

に
ど
の
よ
う
な
評
価
、
効

果
に
結
び
つ
い
て
い
る
か
、

試
行
で
は
あ
る
が
、
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
調
査
、
評
価
と

い
う
も
の
を
行
っ
て
い
る
。

現
在
、
制
度
を
利
用
し
て

い
る
施
設
は
19
施
設
あ
り
、

公
募
に
よ
る
も
の
が
９
施

設
、
指
名
に
よ
る
も
の
が

10
施
設
で
あ
る
。
公
募
に

よ
ら
ず
指
名
で
選
定
す
る

と
い
う
も
の
は
、
施
設
の
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一般質問通告項目③

町政に対する
来期への抱負を
「平成25年第４回定例会第１日目
③（49：12〜 53：19）」

実
施
状
況
の
確
認
や
改
善

勧
告
が
で
き
る
こ
と
と
な

っ
て
い
る
。
指
定
管
理
者

の
責
任
に
よ
ら
な
い
事
故

な
ど
、
整
備
が
必
要
な
も

の
な
ど
に
つ
い
て
は
補
修

対
応
す
る
と
い
う
よ
う
な

こ
と
も
行
っ
て
い
る
。
指

定
管
理
者
で
あ
っ
て
も
、

町
と
し
て
の
責
任
を
果
た

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。

小
島
議
員

　
　
　
　
　
　
指
定
管
理
業

者
で
働
く
方
の
労
働
環
境

の
現
状
把
握
と
し
て
、
労

働
者
の
た
め
の
労
働
組
合

が
存
在
し
て
い
な
い
こ
と

に
つ
い
て
、
あ
る
種
の
考

え
方
の
提
示
を
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

町
長

　
　
　
　
指
定
管
理
者
を
募

集
す
る
際
に
、
基
準
額
の

算
出
表
と
い
う
も
の
を
つ

け
て
い
て
、
そ
の
中
に
は
、

人
件
費
、
需
用
費
、
役
務

費
、
さ
ら
に
平
成
24
年
度

か
ら
は
諸
経
費
４
％
と
い

う
も
の
も
含
め
て
、
積
算

を
し
て
提
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
そ
こ
で
働
く
方
々

の
給
与
や
職
場
改
善
な
ど

に
も
十
分
当
た
っ
て
い
た

だ
く
よ
う
、
申
し
述
べ
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

た
だ
、
組
合
の
設
立
と
い

う
と
こ
ろ
ま
で
、
町
と
し

て
は
今
の
と
こ
ろ
関
与
し

て
い
る
状
況
で
は
な
い
。

だ
か
ら
と
言
っ
て
否
定
す

る
も
の
で
も
な
く
、
今
後

議
論
さ
れ
、
整
備
さ
れ
て

い
く
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。

小
島
議
員

　
　
　
　
　
　
労
働
環
境
を

守
る
た
め
に
は
労
働
組
合

が
な
い
と
駄
目
だ
と
思
う
。

本
来
で
あ
れ
ば
制
度
を
導

入
し
た
と
き
、
自
治
労
か

ら
、
職
員
組
合
で
の
組
織

集
約
で
も
っ
て
組
合
化
す

る
と
い
う
方
針
も
出
て
い

た
が
、
で
き
な
い
場
合
は
、

職
員
組
合
の
支
援
に
よ
る

地
域
一
般
労
組
の
結
成
を

は
か
る
な
ど
、
そ
う
い
う

こ
と
に
配
慮
し
な
い
と
、

労
働
環
境
は
よ
く
な
ら
な

い
可
能
性
が
あ
る
。
指
定

管
理
の
選
定
に
お
け
る
十

分
な
資
格
だ
と
思
う
が
。

町
長

　
　
　
　
職
員
組
合
の
要
求

項
目
の
中
に
、
非
正
規
の

方
々
の
賃
金
給
与
体
系
の

引
上
げ
と
い
う
も
の
が
あ

り
、
26
年
度
に
向
け
て
改

定
を
し
、
底
上
げ
を
図
る

こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
れ

に
付
随
し
、
指
定
管
理
業

利
用
目
的
や
、
従
前
か
ら

一
部
管
理
を
そ
の
業
者
が

担
っ
て
い
る
な
ど
、
施
設

の
安
定
し
た
管
理
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
と
判
断
し

た
場
合
に
つ
い
て
、
指
名

と
し
て
い
る
施
設
も
あ
る
。

た
だ
、
経
費
の
節
約
と
い

う
点
に
つ
い
て
は
、
サ
ー

ビ
ス
提
供
事
業
者
が
多
数

あ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、

な
か
な
か
十
分
な
効
果
を

発
揮
で
き
な
い
の
で
は
と

受
け
と
め
て
い
る
。
ま
だ

十
分
で
は
な
い
が
、
成
熟

し
た
制
度
に
な
っ
て
い
け

る
よ
う
努
力
を
し
て
ま
い

り
た
い
と
思
う
。

小
島
議
員

　
　
　
　
　
　
指
定
管
理
業

者
へ
の
行
政
指
導
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で

住
民
か
ら
も
指
摘
を
受
け

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

こ
れ
か
ら
の
制
度
の
維
持

に
と
っ
て
の
肝
で
あ
る
と

思
う
が
、
ど
う
か
。

町
長

　
　
　
　
制
度
の
指
針
を
つ

く
っ
て
お
り
、
こ
の
中
に

は
監
査
に
関
す
る
規
定
な

ど
も
盛
り
込
ん
で
い
て
、

行
政
と
し
て
の
発
言
力
、

体
制
と
い
う
も
の
を
確
立

し
て
い
る
。
現
在
で
は
基

本
協
定
を
結
び
、
業
務
の

者
の
職
員
の
方
々
の
給
与

の
見
直
し
な
ど
に
波
及
す

る
よ
う
、
お
願
い
し
た
い

と
い
う
意
味
を
込
め
て
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
ま
た
、
組
合
化
に

つ
い
て
は
、
私
ど
も
の
職

員
組
合
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
、
確
認
を

し
て
お
き
た
い
と
思
う
。

小
島
議
員

　
　
　
　
　
　
町
長
の
４
年

間
の
総
括
や
思
い
、
ま
た
、

来
期
に
向
け
て
の
強
い
決

意
表
明
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

町
長

　
　
　
　
４
年
前
、
「
対
話

と
協
働
の
社
会
を
拓
く
、

子
ど
も
達
の
夢
を
紡
ぐ
、

働
く
人
達
の
元
気
を
支
え

る
、
安
心
で
き
る
地
域
を

つ
く
る
」
と
い
う
柱
の
も

と
、
24
項
目
の
ま
ち
づ
く

り
目
標
を
掲
げ
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。
ほ
と
ん
ど
の

項
目
に
つ
い
て
は
取
り
組

ん
で
き
た
が
、
「
百
里
の

道
は
九
十
九
里
を
も
っ
て

道
半
ば
」
と
い
う
言
葉
も

あ
り
、
そ
ん
な
視
点
か
ら

考
え
る
と
、
こ
の
４
年
間

は
50
点
と
い
う
と
こ
ろ
か

と
、
受
け
と
め
て
い
る
。

４
年
間
の
事
業
を
振
り
返

る
と
、
女
満
別
小
学
校
を

は
じ
め
と
し
た
教
育
施
設

の
整
備
、
障
害
者
福
祉
施

設
の
設
置
、
町
営
住
宅
の

建
設
、
芝
桜
公
園
の
拡
充

な
ど
の
ハ
ー
ド
事
業
、
生

ゴ
ミ
の
分
別
、
保
育
年
齢

の
引
き
下
げ
、
自
治
基
本

条
例
の
制
定
、
自
治
会
活

動
支
援
交
付
金
の
創
設
な

ど
の
ソ
フ
ト
事
業
、
そ
う

い
っ
た
も
の
が
記
憶
に
残

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
事

業
は
実
施
し
て
仕
組
み
は

つ
く
っ
た
が
、
本
来
の
目

的
が
達
成
さ
れ
て
い
る
か

考
え
る
と
、
十
分
と
は
言

え
な
い
よ
う
に
思
う
。
で

き
た
と
い
う
気
持
ち
と
、

ま
だ
ま
だ
不
十
分
だ
と
い

う
気
持
ち
が
複
雑
に
交
錯

し
て
い
る
の
が
現
在
の
正

直
な
気
持
ち
で
あ
る
。
ま

た
、
来
期
に
向
け
て
の
決

意
に
つ
い
て
、
現
在
の
立

場
に
改
め
て
挑
戦
を
す
る

と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
柄
を
も
う

一
度
検
証
し
自
分
自
身
に

問
い
か
け
、
確
認
を
し
、

整
理
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
感
じ
て
い
る
。
な

る
べ
く
早
い
時
期
に
整
理

を
し
、
然
る
べ
き
時
期
に

町
民
の
皆
様
に
ご
報
告
と

あ
わ
せ
て
、
考
え
方
を
述

べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
う
。

①議会が開かれている映像を見てもらい、議会の仕組みについて事務局職員から説明をしました。

②�実際の議会定例会の議事日程に沿って、「女満別小学校議会定例会」と題して、議長や議員、
町長などの配役を決めて、模擬議会を開催しました。

◇平成25年第１回大空町女満別小学校議会
　定例会議事日程
　平成25年12月20日（金）10時00分開議

③�議事堂文化ホールは、議会としての利用だけ
でなく、ホールとしての利用もできます。議
員席からロールバックチェアに転換する様子
を見てもらいました。

　「身近な暮らしと政治」の授業において、議会の議場の様子や仕組みを勉強するため、町議会
を見学に来てくれました。

日程第１　会議録署名議員の指名について
日程第２　議会運営委員会審査報告
日程第３　会期の決定について（諸般の報告）
日程第４　児童会活動報告
日程第５　一般質問

「開かれた議会」の一環として、今後もこのような機会を大事にしていきます。

ようこそ！大空町議会へ

〜�

さ
す
が
は
６
年
生
。
皆
が
し
っ
か

り
活
動
報
告
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

〜�ロールバックチェアがせり出す瞬間は驚
きの声が。

女満別小学校の６年生34名のみなさん

〜�議員席と理事者席に分かれて座ってもらいました。
　議場の雰囲気を感じることができたでしょうか。

外構工事を終え、完成した女満別小学校
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産 業 建 設 常 任 委 員 会

連 合 審 査 会

　開催日等 主な審議項目 説　明　概　要　等

平成25年度
第10回

〔Ｈ25.11.20開催〕

除雪計画
降雪量が７㎝から10㎝に達した場合、また超えることが
予想される場合、午前３時より出動し、原則夜間の除雪
は行わない

地域振興施設運営組織準備委員会
の活動等

中間報告の概要、地元住民説明会を11月22日に開催

平成25年度
第12回

〔Ｈ25.12.4開催〕

消費税率の引上げに伴う関係条例
の整備に関する条例の制定

簡易水道事業給水条例ほか９本の条例の一部改正

延滞金に係る条例改正
地方税法の改正に伴う、延滞金の割合の引き下げ及び延
滞金の徴収に関する規定の整備

公の施設の指定管理者の候補者選
定結果

メルヘン公園の指定管理者として、めまんべつ産業開発
公社を選定

朝日ヶ丘公園利用状況
利用実績及び指定管理者から直営管理方式に戻すことも
含めて協議

平成25年度
第13回

〔Ｈ25.12.8開催〕
要望意見書の取扱い 所管対応となった要望意見書３件の取扱いを審議

　開催日等 主な審議項目 説　明　概　要　等

平成25年度
第13回総務文教厚
生・第11回産業建設
常任委員会合同開催
〔Ｈ25.11.25開催〕

豊住小学校跡地利活用の検討経過
・教育委員会が事務局となり推進チームを設置
・跡地利活用に係る保護者意見交換会の開催
・保護者等を対象として意見集約の実施

債権管理条例及び規則
・�町の債権全体の管理方法等について定める、債権管理
条例及び施行規則の概要

地域活性化の拠点となる施設整備
構想

・�東藻琴地区の地域振興施設として、基本理念や計画図
など中間報告の資料の説明
・�運営検討委員会を設置し、施設のあり方や住民参加の
仕組みづくりなどを検討

平成25年度
第15回総務文教厚
生・第13回産業建設
常任委員会合同開催
〔Ｈ25.12.18開催〕

総合計画のローリング結果
・�平成25年度ローリング集計結果（歳出：道路や都市
公園、文化会館等の整備事業の増など、歳入：地方交
付税、町債の増など）

豊住小学校跡地利活用の検討経過 ・保護者等を対象とした意見集約の募集結果の内容

（２常任委員会合同での調査）

常任委員会の活動状況
　総務文教厚生、産業建設の２常任委員会では、議会閉会中も委員会
が所管する項目などの調査を随時行っており、その概要をお知らせし
ます。

OHZORA

MEMANBETSU

HIGASHIMOKOTO

総 務 文 教 厚 生 常 任 委 員 会
　開催日等 主な審議項目 説　明　概　要　等

平成25年度
第12回

〔Ｈ25.11.21開催〕

臨時職員等の勤務条件に関する条
例及び施行規則の一部改正

嘱託職員給与の公平性の確保を図る観点から、単価の統
一を図り、所要の条例改正を行うもの

消費税等の改正に伴う使用料・手
数料の再積算の結果

料金改定を行う手数料が４件、料金改定を行う施設等が
13件

医療法人社団双心会への財産の無
償貸与（更新）

医療供給体制確保のための土地及び建物の無償貸付につい
て、貸付期間の３年間延長

インターネット公売の実施 町税等の滞納者から差し押さえた車両及び山林について、
公売を予定していて、それぞれ下見会を実施

全国学力・学習状況調査
小学校６学年、中学校３学年を対象とし、主に「知識」
と「活用」に関する、国語と算数・数学に関する調
査

上記のほか、介護保険条例の一部改正など、全９項目を審議

平成25年度
第14回

〔Ｈ25.12.4開催〕

消費税率等の引上げに伴う関係条
例の整備に関する条例の制定 行政財産使用料条例ほか２本の条例の一部改正

公の施設の指定管理者の候補者選
定結果

東藻琴農村環境改善センター等の指定管理者として、フ
ジケンビルサービス株式会社を選定

平成25年度冬季における節電の取
組み

節電の内容として、平成26年３月７日（金）まで、平
日16時から21時までの期間

後期高齢者医療に関する条例等の
一部改正

延滞金及び還付加算金の割合の変更等に伴う、後期高齢
者医療に関する条例ほか５本の一部改正

福祉灯油
前年度同様、町民税非課税世帯を対象に、１世帯当たり
90リットルもしくは18リットル券５枚の灯油購入助成
券を交付

上記のほか、町営住宅条例施行規則の一部改正など、全７項目を審議

平成25年度
第15回

〔Ｈ25.12.8開催〕
要望意見書の取扱い 所管対応となった要望意見書２件の取扱いを審議

【指定管理による施設運営（メルヘンカルチャーセン
ターほか）】地域の活性化と農業の振興を図ることを
目的としており、さまざまなイベントを開催している

【指定管理による施設運営（東藻琴農村環境改善セ
ンター）】研修室や調理実習室など、住民福祉の増
進に寄与することを目的としている
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大空町議会が
「平成25年度 町村議会特別表彰」を受賞！！

　町村議会表彰とは、「政策づくりと監視機能を十分に発揮している議会」、「住民に開かれた
議会」、「先駆的な取組みをした議会」という観点から審査が行われ、各都道府県から推薦の
あった議会から選定し、このうち特に顕著な事績があると認められる２議会を、「特別表彰」と
して選定されるものです。大空町議会は、この「特別表彰」に選定されました。

　次のとおり、国に対して４件の意見書を提出しました。

2014年度地方財政の確立を求める要望意見書
　政府は、中期財政計画において、「地方の一般財源の総額については、2013年度と同水準を確保
する」とされているものの、歳出特別枠の見直しなども言及しており、国の歳出削減のターゲット
とされることが懸念されています。地方は、長年にわたり、国を上回る歳出削減努力を続け、東日
本大震災からの迅速な復旧・復興や災害に強い地域づくりなど、増大する地域の行政需要に対応す
るために必死の努力を続けています。以上のことから、地方交付税の算定について、「行政努力」「地
域経済活性化の成果」に応じた算定方式の導入や、2013年度の給与削減要請への対応状況に対す
る財政的制裁措置の導入などを慎むこと、などについて要望します。

日本型直接支払制度の創設及び経営所得安定対策等の
見直しに関する要望意見書

　政府が示した「農政改革」において、農業・農村が果たしている多面的機能に対する支払制度が
創設されたことは、環境保全や地域政策を重視する世界的な農政の潮流に即したものです。しかし、
地方自治体の財政負担、都府県に比べて低い北海道の交付単価などの課題も残されており、より一
層の拡充が求められます。一方、経営所得安定対策及び生産調整見直しでは、５年後の生産数量目
標の配分廃止をはじめ、米の直接支払交付金の大幅削減など、生産現場に大きな混乱をもたらして
います。以上のことから、地方自治体の財政負担を改め全額国費で実施すること、などについて要
望します。

平成26年度畜産物価格決定等に関する要望意見書
　北海道の酪農・畜産は、厳しい気象・地理的条件の下で、専業経営を主体に展開し、安全・安心
な畜産物を提供するとともに、環境保全など多面的機能の発揮に重要な役割を果たしています。こ
うした中、国は「攻めの農林水産業」など農業・農村の発展と所得倍増などを目指し、各種施策の
実施や検討がなされています。しかし、酪農・畜産の経営をめぐっては、長引く畜産物需要の減少
など、危機的な状況に瀕しています。以上のことから、総合的な酪農・畜産政策を推進すること、
などについて要望します。

利用者本位の持続可能な介護保険制度の確立を求める要望意見書
　政府は、介護保険制度について、要支援者に対する介護予防給付を市町村が実施する地域支援事
業の形に見直すことや、一定以上の所得のある利用者の負担引き上げなどを盛り込んだ介護保険法
改正案を平成26年通常国会に提出することを目指すとしています。また、少子高齢化が進展する中、
社会保障の機能強化に向けた財源やサービス提供体制の確保等が一層重要となっています。以上の
ことから、給付水準や負担額の格差が自治体の財政力などによって、今まで以上に拡大する恐れが
あることや、介護サービスの安定供給に懸念があるため、現行の予防給付を維持すること、などに
ついて要望します。

要 望 意 見 書
【大空町立女満別小学校校舎落成記念式（12/6）】
　長きにわたった女満別小学校校舎改築事業は、本年度の外構工事をもってすべての工事が完了しまし
た。同小体育館において落成記念式が開催され、議会議員が参加しました。

【赤い羽根共同募金第５回チャリティー歌謡（12/7）】
　町文化団体協議会主催で、地域社会福祉事業に役立てるための事業として、教育文化会館において、
赤い羽根共同募金チャリティー歌謡ショーが開催されました。町議会からは植田議員が出演し、楽しい
チャリティー歌謡の一役を担われました。

【平成26年消防出初式（1/7、1/8）】
　消防の仕事始めの行事である出初式が、女満別地区が１月７日（火）、東藻琴地区が１月８日（水）に、
それぞれ女満別ゲートボールセンター駐車場と東藻琴総合支所庁舎前において挙行されました。一斉放
水や分列行進が行われ、議会議員が出席しました。

【平成26年成人式（1/12）】
　平成26年成人式が町議事堂文化ホールにて挙行され、ア
トラクションとして、新成人自己紹介や、大空町女満別出
身のシンガーソングライター、アキオカマサコさんのトー
クライブなど、新たに69名の方が大人の仲間入りをされま
した。

議 会 活 動 掲 示 板

女満別地区の消防出初式の様子 東藻琴地区の消防出初式の様子



JAオホーツク網走 おすすめの逸品!!

JAオホーツク網走
JAオホーツク網走農業協同組合

JAオホーツク網走オリジナルの商品
あわゆきソース（大根ソース）と、しろゆきソース（玉葱ソース）
両方を入れました。
原料の大根と玉葱はＪＡオホーツク網走産100パーセント使用。
ノンオイルでヘルシー。

商品の仕様

商品価格

サイズ：240g×4本　贈物用化粧箱入り

・あわゆきソース2本＆しろゆきソース2本 ･･ 1,980円
・あわゆきソース 240g ･･･････････････････398円
・しろゆきソース 240ｇ････････････････････398円
北海道オホーツク海に面した広大な大地で、

クリーン・安全・安心をテーマに、
だいこんと玉葱の素材を原料に作られた
当JAオリジナルの使用品です。

議会の傍聴は
　　　　お気軽に！
◆定例町議会は、年４回（３月・６月・９月・
12月）に開かれます。また、臨時町議会は、
必要に応じて随時開かれますので、お気軽に
傍聴においでください。
◆詳しくは、議会事務局までお問い合わせくだ
さい。

３月定例会は、

開かれる予定です。

３月６日(木)から
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　昨年の３月２日の暴風雪の日、小清水町からの帰り道で通行止めになり、

途中で車中泊となってしまいました。いつ開通するかわからないまま、同じ

ような車が15台ぐらいはあったと思います。突然の目の前も見えない暴風雪、

正直、この15台ぐらいある車の中から、死亡者が出てもおかしくないと思いました。不安のまま翌日

を迎えて、昼ごろには小清水町に引き返すことができ、帰り道の開通まで避難所で休ませていただき

ました。そこで出していただいたカップラーメンは、全身に温かさが行き渡るような、最高に美味し

いものでした。

　当日は女満別の道の駅周辺でも、かなり大変な状況であったと聞きました。多くの方々が救助に動き、

そして助けたくても助けに行けない状況、町として議会として、そして個人個人としても、またあの

ような危険な事態が起こった場合に対し、それぞれの立場で備えておかなければならないのだと思い

ました。町の役割は大きいですが、これからも安心して頼れる町の運営を期待しています。

町 民 の 声
菅野　慎治 さん
（東藻琴中央区）


